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１．はじめに
　文部科学省では、毎年“学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果”（1）を実施してお
り、ICT環境の整備状況を公開している（表1）。それによると新潟県の高校のICT環境の整備状況は、
小学校や中学校に比べて見劣りしている。例えば、教育用コンピュータ１台当たりの生徒数は、全
国平均5.0人であるところ、新潟県の高校は8.5人と全国最下位である。また、インターネット接続
率（光ファイバ）は、全国平均88.2％のところ新潟県の高校は58.7％となっており、全国43位に甘
んじている。しかし、普通教室のLAN整備率をはじめ、グループウェアの整備率などは、平均並
みもしくは良好とのことである。
　ところで、高校には普通科をはじめ、職業教育を主とする学科として農業、商業、情報などさま
ざまな学科がある。2003年度入学者以降は、全ての高校生が教科として情報教育を受けるようにな
り、情報教育は情報化の進む社会において不可欠となっている。
　しかし、高校での専攻学科（コース）により、情報教育を受ける時間数は異なり、その結果高校
卒業時における差は大きく開いている。さらに国政上の重要課題について取りまとめた“調査と情
報（第604号）”（2）によると、小中学校の授業や部活でコンピュータに触れる機会が多様化しており、
自宅にパソコンがあるかどうかなども影響し、高校入学時点で生徒の能力差が大きいとしている。
　そこで本稿では、高校の学科によりICTの利活用や意識などを幅広く調査することで、どのよう
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表1　新潟県の高校のICT環境の整備状況
教育用コンピュータ
１台当たりの生徒数
普通教室の
LAN整備率
インターネット接続率
（光ファイバ回線）
1 鳥取県 3.3 1 長崎県 100.0％ 1 福井県 100.0％
2 岐阜県 3.6 2 福井県 100.0％ 2 佐賀県 100.0％
3 山口県 3.6 3 三重県 100.0％ 3 鳥取県 100.0％
4 大阪府 3.7 4 佐賀県 100.0％ 4 富山県 100.0％
5 長崎県 3.8 5 鳥取県 99.8％ 5 岩手県 100.0％
47 新潟県 8.5 13 新潟県 98.5％ 43 新潟県 58.7％
（インターネット接続率（光ファイバ回線）は21位まで100％）
－ 28 －
な違いがあるのかを明らかにする。まずは、家庭におけるICT環境の現状とその活用経験について、
次に高校における授業の取り組み姿勢や進路などについて、それぞれアンケート調査した。さらに、
これまでの家庭や学校でのICTに関する経験を通して、高校生が感じているインターネットの功罪
について述べる。なお、本稿では情報科というのは教科ではなく、専攻の学科（コース）を表現し
ている。
２．高校生に対するアンケート調査
2.1　アンケート方法
　履修科目として情報関連が多い情報科の高校生と、それ以外（普通科、農業科、商業科）の高校
生を比較し、ICTに関する利活用の実態や、意識に違いがあるのかどうかを明らかにするために、
アンケート調査を2010年２学期開始時点で実施した。このアンケート調査では、新潟県内の公立高
校11校に協力を頂き、4,038件（有効 4,008件）の回答を得た（表2）。なお、総合学科は、選択コー
スや授業特性により下記のように割り振った。
2.2　家庭におけるICT環境の現状とその活用経験
　パソコンを家庭に保有する割合は92.6％に達し、自分専用パソコンを持つ高校生は21.5％である
ことがわかった（表3）。この値は、2008年にBenesseが行った調査結果“子どものICT利用実態調
査報告書”（3）と単純比較はできないが、パソコンを家庭に保有する割合はそれほど変わらないもの
の、自分専用パソコンを持つ割合は8.8%程度伸びている。今回、パソコン保有について学科別にま
とめたところ、情報科の高校生は家庭における保有率が97.1％とそれほど大差はないが、自分専用
パソコンの保有率は38.0%と他の学科に比べて高い。
　また、併せて携帯電話の保有率を調査したところ、高校生の保有率は99.0％に達していることが
わかった。このことは本学学生の保有率と同等で、携帯電話を持っていない高校生を見つけるのが
困難なくらいになっている。
　次に自分専用パソコンを持たない高校生を対象に、なぜ持たないのかについて質問した。その結
果、親が持っているなどの理由から「特に自分専用パソコンが必要ない」と答えた高校生が52.1％
表2　アンケート対象
学科区分 学科内訳 高校数
生徒数
1学年 2学年 3学年 合計
普通科 普通、国際教養、英語理数など 5 978 239 335 1,552
農業科 農業、食品技術など 1 221 33 37 291
商業科 商業、情報経理、総合ビジネス（会計）など
5
629 423 671 1,726
情報科 情報処理、情報ビジネス、総合ビジネス（情報）など 124 170 148 442
合　計 11 1,952 865 1,191 4,008
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と最も多く、次いで「金銭的理由などで買えない」と答えた高校生が38.0％となっていた（表4）。
　ここで注目したいのは、情報科とそれ以外で回答に差異が見られたことである。情報科の高校生
は、他の学科に比べて「自分専用パソコンが必要ない」と答えた割合が34.0％と圧倒的に低く、全
学科平均52.1％に比べて18.1％の差があった。
　さらに家庭におけるインターネット接続について、どのようになっているのかを質問した。する
と、「接続方法を把握していない」という高校生の回答が全学科平均50.1％であったのにもかかわ
らず、情報科の高校生は把握していない高校生が少なく、やはりこれも20％近い差があった（表5）。
回答された接続方法をブロードバンド（光ファイバー、ADSL、CATVなど）とナローバンド（ISDN、
アナログ電話回線など）に分類すると、全学科としては不明が前述どおり50.1％、ブロードバンド
が40.9％、ナローバンドが9.0％であった。それに対して情報科の高校生は、不明が30.4％、ブロー
ドバンドが60.1％、ナローバンドが9.5％となっており、他の学科の高校生の調査結果と異なってい
た。
　このように情報科の高校生は、家庭におけるICT環境は、他の学科に比べてそれほど大きな隔た
りがあるというわけではないが、家庭におけるICT環境に興味を持ち、自己専用の環境を求める傾
向があることがわかった。
　ところで、インターネットを自宅で使うようになって４年以上になる高校生は、１年生を対象と
高校の学科によるICTの利活用および意識の違い
表3　パソコンなどの保有
パソコン 携帯電話
世帯で保有 自 分 専 用として保有
自 分 専 用
として保有
普通科
（n=1552） 91.7％ 18.5％ 98.8％
農業科
（n=291） 83.8％ 21.0％ 96.6％
商業科
（n=1723） 93.7％ 20.0％ 99.8％
情報科
（n=442） 97.1％ 38.0％ 98.0％
全　体
（n=4008） 92.6％ 21.5％ 99.0％ （複数回答あり）
表4　自分専用パソコンを持たない理由
特に必要と
していない
買えない
（金銭的など）
親が許さ
ない　　 その他
普通科
（n=1248） 54.7％ 35.2％ 6.9％ 3.0％
農業科
（n=229） 46.3％ 39.3％ 10.5％ 4.8％
商業科
（n=1360） 54.3％ 38.1％ 6.0％ 3.6％
情報科
（n=268） 34.0％ 49.3％ 10.8％ 5.6％
全　体
（n=3105） 52.1％ 38.0％ 7.1％ 3.6％
表5　自宅でのインターネット接続方法
ブロ ドーバンド ナローバンド わからない（不明）
普通科
（n=1287） 40.0％ 7.2％ 52.8％
農業科
（n=224） 39.7％ 10.7％ 49.6％
商業科
（n=1470） 36.5％ 10.2％ 53.3％
情報科
（n=411） 60.1％ 9.5％ 30.4％
全　体
（n=3392） 40.9％ 9.0％ 50.1％
（1年生を対象）
表6　自宅でのインターネット経験年数
1年以下 2－3年 4年以上
普通科
（n=961） 19.8％ 31.2％ 49.0％
農業科
（n=218） 36.7％ 32.6％ 30.7％
商業科
（n=627） 19.9％ 31.1％ 49.0％
情報科
（n=124） 17.7％ 19.4％ 62.9％
全　体
（n=1930） 21.6％ 30.6％ 47.8％
－ 30 －
して調べたところ47.8％もいる（表6）。約半数が小学校時代からインターネットを自宅で使ってお
り、低年齢からインターネットに親しんできたといえよう。逆に自宅でインターネットを使ったこ
とのない高校生は、僅か5.2％にしか過ぎない。
　これを学科別にみると、インターネットの自宅での活用経験は、学科による違いがあった。例えば、
情報科の場合だと、４年以上が62.9％と全学科平均を大きく上回る反面、農業科の場合は、30.7％
にしか過ぎない。逆に農業科の場合は、インターネットの自宅での活用経験が１年以下の高校生が
36.7％もいる。
　では、自宅でのインターネット利用頻度は、どのようになっているかというと、「週に５日以上」
と回答した高校生が、情報科46.6％、農業科39.5％と続く（表7）。つまり、農業科の高校生は、比
較的近年になって自宅でのインターネット利用を開始し、利用頻度も高い。なお、自宅でのインター
ネット経験年数と利用頻度について、際立った相関関係はないことが判明した。
　次にどのようなことにインターネットをよく利用しているか質問したところ、１位は「画像、動画、
音楽のダウンロード」で、２位は「商品・サービスの情報検索」、３位は「商品・サービスの購入」
となった（表8）。全体としてはこのような結果となっているが、ここでも情報科と農業科は少し差
が出ていた。情報科の場合は、３位に「ニュースなどの情報収集」が入り、農業科の場合は、２位
に「メール」、３位に「ネットゲーム」が入っている。社会人が頻繁に使用していると思われる商
品やサービスの情報検索がトップでないのは、意外な結果であった。どの学科もトップは、遊びの
要素が強い各種ダウンロードであるが、情報科の場合は他の学科に比べて、学習の要素の強い使わ
れ方をする傾向にある。
　さらに自宅でオフィスソフト（ワープロ機能や表計算機能）を、どの程度使っているか質問した。
すると残念なことに授業以外だとあまり使われておらず、全学科平均18.9％にしか過ぎないことが
わかった（表9）。しかし、情報科は35.7％と他に比べて約２倍も利用している。また、普通科と農
業科は、「趣味」が主な用途となっており、商業科や情報科は、「資格取得の勉強」と回答する高校
生が幾分目立った。前述のインターネットの利用内容と同じように、情報科の場合は、遊びの要素
より、学習の要素が強い使われ方をしているといえよう。このような傾向になる理由のひとつとし
て、高校での指導方針が影響しているのではないだろうか。
表7　自宅でのインターネット利用頻度
週に1回未満 週に1‒2回 週に3‒4回 週に5回以上
普通科
（n=1552） 7.9％ 43.3％ 15.2％ 33.6％
農業科
（n=291） 8.6％ 38.1％ 13.7％ 39.5％
商業科
（n=1723） 5.4％ 48.3％ 15.6％ 30.8％
情報科
（n=442） 3.2％ 33.7％ 16.5％ 46.6％
全　体
（n=4008） 6.3％ 44.0％ 15.4％ 34.3％
－ 31 －
2.3　高校における授業の取り組み姿勢や進路など
　パソコンを使った授業は、全学科平均67.7％が「楽しい」または「そこそこ楽しい」と感じている。
最もその比率が高いのが情報科で74.7％、最もその比率が低いのが普通科で62.0％である（表10）。
このように多くの高校生が、パソコンを使った授業にある程度の親しみを持っている。楽しい理由
は、全学科とも「パソコンが好きだから」が最も多かった。２位は農業科、商業科、情報科が「授
業内容が理解しやすい」となっているが、普通科は「遊びの要素があるから」と違いが見られた。
逆に楽しくないと感じている理由は、全学科を通して「難しいから」、「授業内容が理解しにくいか
ら」と回答した高校生が多い（表11）。なお、両表とも４段階調査で上下２段階ずつとした。
　ところで、現高校を選択した入学理由を質問したところ、学科により異なる傾向が見られた。入
学理由として、「就職に有利である」、「教養を高めたい」、「大学へ進学したい」、「その高校での部活
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表8　インターネットの利用内容
活用順位
1　位 2　位 3　位
普通科
（n=1552）
画像、動画、音楽の
ダウンロード
商品・サービスの情
報検索
商品・サービスの購
入
60.7％ 33.1％ 24.5％
農業科
（n=291）
画像、動画、音楽の
ダウンロード メール ネットゲーム
70.4％ 29.9％ 29.2％
商業科
（n=1723）
画像、動画、音楽の
ダウンロード
商品・サービスの情
報検索
商品・サービスの購
入
65.6％ 42.7％ 28.2％
情報科
（n=442）
画像、動画、音楽の
ダウンロード
商品・サービスの情
報検索
ニュースなどの情報
収集
69.2％ 50.0％ 39.1％
全　体
（n=4008）
画像、動画、音楽の
ダウンロード
商品・サービスの情
報検索
商品・サービスの購
入
64.5％ 38.5％ 26.9％
（複数回答あり）
表9　自宅でのオフィスソフトの利用
利用している
オフィスの利用内容
部　活 学校行事 資格勉強 趣　味 その他
普通科
（n=1552） 10.6％ 7.9％ 12.1％ 5.5％ 66.7％ 7.9％
農業科
（n=291） 17.9％ 9.6％ 9.6％ 19.2％ 65.4％ 1.9％
商業科
（n=1723） 22.2％ 15.7％ 10.5％ 44.5％ 31.7％ 11.0％
情報科
（n=442） 35.7％ 14.6％ 12.7％ 28.5％ 48.7％ 13.9％
全　体
（n=4008） 18.9％ 13.3％ 11.2％ 30.9％ 45.2％ 10.3％
（複数回答あり）
－ 32 －
動に参加したい」などとする場合を、ここでは目的意識が強いとした。また、「誰かに勧められた」
とか「みんなが行くから」と回答した高校生と、特に理由が無く「なんとなく」という高校生を、こ
こでは目的意識が弱いとした。すると目的意識が強いのは、商業科82.3％、情報科80.3％となっており、
逆に目的意識が弱いのは、普通科43.3％と学科によりかなり差があることがわかった（表12）。
　次に今通っている高校への進学目的の有無と、その後の情報関係の授業の取り組み姿勢を確認し
た（表13）。 情報関係の授業に対する取り組み姿勢は４段階に区分し、「積極的に取り組んでいる」
と「そこそこ積極的に取り組んでいる」は、「授業に積極的」とし、「積極的に取り組んでいない」
と「あまり積極的に取り組んでいない」は、「授業に消極的」として区分した。すると「何らかの
進学目的あり」として入学した高校生は、85.7％が「授業に積極的」となっており、進学目的との
関連づけがみられる。それに対して、「特に自らの目的なし」の場合は、「授業に消極的」が22.2％
となっている。この値が高いか低いかは別にして、情報科だけが35.6％と突出している点は、気に
なるところである。おそらく情報科への進学者は、「特に自らの目的なし」で入学すると多く履修
しなければならない情報関係の授業に、ますます興味が持てなくなっていく高校生が多いのではな
いだろうか。
表10　パソコンを使った授業が楽しい
楽しい
楽しい理由
パソコンが
好きだから
遊びの要素
があるから
授業内容が
理解しやすい 簡単だから その他
普通科
（n=1552） 62.0％ 43.3％ 34.0％ 19.6％ 19.2％ 1.4％
農業科
（n=291） 68.7％ 47.0％ 26.0％ 30.0％ 18.5％ 3.5％
商業科
（n=1723） 71.0％ 44.4％ 28.8％ 31.4％ 15.4％ 2.9％
情報科
（n=442） 74.7％ 55.5％ 26.7％ 32.4％ 13.9％ 2.1％
全　体
（n=4008） 67.7％ 45.6％ 30.2％ 27.3％ 16.8％ 2.3％
（複数回答あり）
表11　パソコンを使った授業が楽しくない
楽しくない
楽しくない理由
難しいから 授業内容が理解しにくい
遊びの要素
がないから
パソコンが
嫌いだから その他
普通科
（n=1552） 38.0％ 30.5％ 20.9％ 16.0％ 8.4％ 3.1％
農業科
（n=291） 31.3％ 26.5％ 15.5％ 12.0％ 10.5％ 1.5％
商業科
（n=1723） 29.0％ 24.7％ 14.0％ 6.7％ 5.8％ 0.7％
情報科
（n=442） 25.3％ 16.4％ 15.5％ 8.5％ 3.0％ 2.1％
全　体
（n=4008） 32.3％ 25.9％ 16.7％ 10.6％ 6.7％ 1.8％
（複数回答あり）
－ 33 －
　次に情報関連の授業内容の要望について質問したところ、「画像、動画、音楽の加工」が最も多く、
全学科平均57.5％に達した（表14）。２位は、「パソコンの設定」で全学科平均35.0％あるが、この
項目は情報科41.3％、農業科28.1％と学科による差が出た。さらに情報科では、パソコンの組み立
てを授業に取り入れてほしいという高校生が２割近くいた。
　このように今回のアンケート調査から、身近になったパソコンは、日常の中でより活用したいと
考えるだけでなく、パソコンの設定などという馴染みの少ない技術的なことに興味を持つ高校生も
少なくないことがわかった。
　次にICTに関する興味があるかどうかを、資格取得、進学先、職種に絡めて質問した。するとこ
の３項目うち１つでも肯定的な回答をした高校生は、全学科平均17.8％に対して、情報科に限定す
ると41.0％と大きな隔たりがあった（表15）。
　続いて「興味がそこそこある」というのは、４段階の選択枝のうち肯定的な回答を、上位２つ加
算したものである。資格取得、進学先、職種どの項目も情報科の高校生は、他の学科に比べて肯定
的な回答割合が高い。また、商業科は、情報科に次いで、肯定的な回答割合が高かった。このこと
は、商業高校内に商業科と情報科を併設していることが多いので、指導方針が似ているためではな
いだろうか。
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表12　高校への進学目的
何らかの
目的あり
特に自らの目的なし
他人の勧
めや影響 なんとなく
普通科
（n=1552） 43.3％ 25.2％ 34.2％
農業科
（n=291） 67.4％ 32.6％ 18.2％
商業科
（n=1723） 82.3％ 22.5％ 11.0％
情報科
（n=442） 80.3％ 25.6％ 12.7％
全　体
（n=4008） 65.9％ 24.6％ 20.7％
（複数回答あり）
表13　情報関連授業に対する取り組み姿勢
　　何らかの進学目的あり 特に自らの目的なし
該当数 授業に積極的 授業に消極的 該当数 授業に積極的 授業に消極的
普通科
（n=1536） 666 84.1％ 15.9％ 870 80.3％ 19.7％
農業科
（n=290） 195 86.2％ 13.8％ 95 74.7％ 25.3％
商業科
（n=1707） 1,406 85.8％ 14.2％ 301 75.1％ 24.9％
情報科
（n=442） 355 87.6％ 12.4％ 87 64.4％ 35.6％
全　体
（n=3975） 2,622 85.7％ 14.3％ 1,353 77.8％ 22.2％
－ 34 －
　表15の中で、情報関係にひとつでもそこそこ興味ありと回答した高校生の内訳として、高校への
進学目的の有無との関係をまとめた（表16）。なお、情報関係に興味があるかどうかは、「資格取得、
進学先、職種のうちひとつでもそこそこ興味あり」と緩めの基準を使っている。すると高校入学に
おいて目的を持って進学してきた高校生が、そうでない高校生に比べて、情報関係に興味を示す割
（複数回答あり）
表14　情報の授業に対する要望
画像・動画・
音楽の加工
パソコン
の 設 定
ゲーム性の
高 い こ と
HP・ブログ・
SNSの作成
パソコン
組み立て その他
普通科
（n=1288） 56.2％ 31.3％ 27.7％ 14.4％ 10.3％ 0.4％
農業科
（n=260） 61.2％ 28.1％ 28.1％ 17.7％ 13.5％ 0.4％
商業科
（n=1531） 57.2％ 37.8％ 18.8％ 17.4％ 7.1％ 1.7％
情報科
（n=402） 60.2％ 41.3％ 27.6％ 18.2％ 19.2％ 1.5％
全　体
（n=3481） 57.5％ 35.0％ 23.8％ 16.4％ 10.2％ 1.1％
（複数回答あり）
表15　情報関係に対する趣味（1）
情報関係に興味がそこそこある 左記ひとつでも
そこそこ興味あり
左記ひとつでも
興味あり資格取得 進学先 職種
普通科
（n=1552） 33.2％ 9.9％ 14.8％ 35.0％ 9.2％
農業科
（n=291） 45.4％ 10.0％ 12.4％ 46.4％ 11.3％
商業科
（n=1723） 68.0％ 14.1％ 20.2％ 68.4％ 20.6％
情報科
（n=442） 81.2％ 33.3％ 41.4％ 81.7％ 41.0％
全　体
（n=4008） 54.3％ 14.3％ 19.9％ 55.3％ 17.8％
（複数回答あり）
表16　情報関係に対する趣味（2）
情報関係に興味がそこそこある
目的のありなし問わず 何らか目的あり 自らの目的なし
普通科
（n=1552） 35.0％ 43.7％ 15.8％
農業科
（n=291） 46.4％ 56.2％ 21.0％
商業科
（n=1723） 68.4％ 77.2％ 42.7％
情報科
（n=442） 81.7％ 86.8％ 70.3％
全　体
（n=4008） 55.3％ 64.2％ 33.0％
－ 35 －
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合が大幅に高い傾向にある。進学目的の有無は、直接情報関係の興味と結び付く訳ではないので、
何らかの目的があって入学した高校生は、高校において情報関係に限らず、何かと興味を示しやす
いのかもしれない。
　さらに、パソコン知識が必要と思うかどうか、パソコン知識を豊富にしたいかどうか、パソコン
やインターネットが実際の生活に欠かせないものになっているかどうかについて質問したところ、
「そう思う」または「どちらかというとそう思う」と回答した高校生が、全ての項目で、どの学科であっ
ても70％以上を占めている（表17）。
　これに対して、「そう思う」だけに限定したところ、情報科だけが全学科平均に比べて、全ての
項目に対して15％以上高い値を示していた（表18）。情報科の高校生は、パソコンやインターネッ
トに強く関心を持っているといえよう。
2.4　家庭や学校でのICTに関する経験を通して、高校生が感じているインターネットの功罪
　ここまでで、家庭や学校におけるICTに関する活用経験などを見てきた。では、次にこれらの経
験を通して、高校生が感じているインターネットの功罪について述べていく。
　今後のインターネットの普及について、活用の幅が広がったり、人の五感を利用したりするなど、
インターネットを肯定的に捉える高校生は、全学科平均で60.0％いる（表19）。また、同様に小学
生や中学生のインターネットの影響を肯定的に捉える高校生は、67.0％いる。それに対してパソコ
ンに依存する生活を肯定する高校生は、26.5％しかいない。全体としてバランスを取ってインター
ネットやパソコンを利用する高校生が多いようであるが、情報科については、パソコンに依存して
も良いと回答している高校生の割合が40.5％と高く、依存気味で少しバランスが崩れていると思わ
れる高校生が少なくない。したがって、情報科を設置している高校では、パソコンに依存しすぎな
いよう注視していく必要がある。
　ところで、インターネットの普及による著作権保護について、どのように意識しているかを調査
した。すると73.2％が、「著作権の意味を知らない」、「気にもしていない」、「考えたこともない」、「わ
からない」と回答している（表20）。しかし、このように回答した高校生でもインターネットのデ
表17　パソコンやインターネットに対する考え
　　　　（4段階の選択肢で上位2段階目までを含む）
パソコン知識
が必要　　　
パソコン知識
を豊富にしたい
パソコンやイン
ターネットは欠
かせない存在
普通科
（n=1552） 89.4％ 79.9％ 73.2％
農業科
（n=291） 92.4％ 80.1％ 71.5％
商業科
（n=1723） 95.4％ 90.1％ 80.0％
情報科
（n=442） 96.8％ 95.7％ 88.5％
全　体
（n=4008） 93.0％ 86.1％ 77.9％
（複数回答あり）
表18　パソコンやインターネットに対する考え
（4段階の選択肢で最上位のみ）
パソコン知識
が必要　　　
パソコン知識
を豊富にしたい
パソコンやイン
ターネットは欠
かせない存在
普通科
（n=1552） 38.4％ 28.9％ 34.2％
農業科
（n=291） 40.2％ 30.2％ 33.7％
商業科
（n=1723） 47.2％ 35.7％ 37.0％
情報科
（n=442） 62.7％ 49.1％ 55.7％
全　体
（n=4008） 45.0％ 34.1％ 37.7％
（複数回答あり）
－ 36 －
メリットを挙げよという設問には、98.5％が１つ以上答えている。メリットは、「容易で高速な情
報のやり取り」、「自宅での買い物」を挙げており、逆にデメリットは、「架空請求などの詐欺」、「匿
名性を利用したいじめ」を多くの生徒が挙げている。
　また、学科による違いは、情報科が他の学科に比べて、著作権を意識していない割合がやや低く、
さらにメリットとデメリットを挙げた件数を比較するとメリットの比重がやや高かった。情報科だ
けがはっきりと違いがあるとは言い切れないが、幾分異なった傾向にあるとことが確認できた。
2.5　これらのアンケート結果から
　今回のアンケート調査で、情報科の高校生は、他の学科に比べてパソコンやインターネットに強
い関心を寄せ、授業や資格取得にも熱心な傾向にあることが明らかになった。しかし、高校への入
学の目的意識が弱いと、他の学科に比べて授業に積極的に取り組まない傾向があり、２極化する面
がある。
　したがって、学科により異なる指導内容やその方法を検討すべきであろう。教科書による統一的
な授業テーマや内容だけでなく、具体的な関心や興味に応じてカスタマイズが必要と考える。そし
て、情報科の場合は、前述のように２極化する傾向があるので、学科ごとの対応にとどまらず、学
科内をさらに細分化し、内容やレベルを適切なものにする必要がある。
（複数回答あり）
表19　パソコンやインターネットの利用
自ら今後の普及
に対して肯定的
小中学生の利用
に対して肯定的 依存しても良い
普通科
（n=1552） 53.5％ 59.8％ 24.9％
農業科
（n=291） 61.2％ 65.6％ 32.0％
商業科
（n=1723） 65.1％ 71.5％ 23.6％
情報科
（n=442） 62.7％ 75.8％ 40.5％
全　体
（n=4008） 60.0％ 67.0％ 26.5％
表20　著作権を意識していない生徒
意 識 し て
いない割合
デメリットを挙
げた平均個数
メリットを挙
げた平均個数
普通科
（n=1552） 77.0％ 2.2 1.7
農業科
（n=291） 71.8％ 2.1 1.7
商業科
（n=1723） 71.9％ 2.3 1.7
情報科
（n=442） 65.8％ 2.1 2.0
全　体
（n=4008） 73.2％ 2.2 1.8
－ 37 －
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　さらにアンケート調査結果のひとつとして、気がかりなことがある。それは、高校の授業で学習
済みかどうかまでは確認できていないが、著作権のような情報関連法を意識していない高校生が少
なくないことがうかがえることである。そこで単に著作権のみならず、産業財産権などを含めた知
的財産権、電子商取引に関連する法律や制度、サイバー犯罪に関連するようなルール、情報倫理な
どについても、早い段階で指導しておく必要があるであろう。具体的な方法としてVTR教材を使
用したり、体験例をテーマとしたグループディスカッションを実施したりするなど、身近なものと
してとらえさせると良い。
３．おわりに
　本稿では、ICTに関する利活用の実態や意識について学科による違いを明らかにしてきた。一方、
文部科学省の“学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果”（1）によると、新潟県の教員
のICT活用指導力の状況を見てみると、小中学校は良好であるのにもかかわらず、高校に関しては、
芳しくない結果が報告されている（表21）。この表は、高校教員がそれぞれの能力に対して、「わり
にできる」または「ややできる」と答えた割合である。なお、教員のICT活用指導力の区分とは、「教
材研究・指導の準備・評価などにICTを活用する能力」、「授業中にICTを活用して指導する能力」、「児
童・生徒のICT活用を指導する能力」、「情報モラルなどを指導する能力」、「校務にICTを活用する
能力」に分類されている。そこで、今後本アンケート結果を参考にしつつ、さらに調査することで、
原因追究や改善提案できないかじっくり検討していきたい。
表21　教員のICT活用指導力の状況
教材研究・指導の
準備・評価などに
ICTを活用する能力
授業中にICTを活用
して指導する能力
生 徒 の I C T 活 用
を 指 導 す る 能 力
情 報 モ ラ ル な ど
を 指 導 す る 能 力
校 務 に I C T を
活 用 す る 能 力
1 愛媛県 97.1％ 1 愛媛県 94.9％ 1 愛媛県 92.9％ 1 愛媛県 96.4％ 1 愛媛県 96.6％
2 岩手県 95.6％ 2 岩手県 93.1％ 2 岩手県 85.8％ 2 三重県 89.2％ 2 岩手県 95.5％
3 高知県 92.2％ 3 茨城県 87.4％ 3 三重県 84.3％ 3 岩手県 88.8％ 3 三重県 91.8％
4 三重県 91.9％ 4 三重県 86.5％ 4 茨城県 84.2％ 4 高知県 88.6％ 4 岡山県 91.2％
5 茨城県 91.2％ 5 高知県 83.9％ 5 高知県 82.6％ 5 茨城県 88.5％ 5 高知県 90.4％
22 新潟県 76.1％ 29 新潟県 58.3％ 31 新潟県 57.6％ 29 新潟県 67.7％ 26 新潟県 73.8％
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